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暑かった…
でも防箪訓練
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9月11日（日）羽津地区連合自主防災会

羽津小学校を会場に防災訓練が実施されました。

今回は防災フェスタと銘打ち、訓練と同時に様々な防炎グリ

ズが展示された事が特徴的でした。

当日は快日看、午前9時のサイレンを合図に避難行動が開始

され、体育館に集合した800人を超える参加者は、夏日を思わ

せる暑さに汗だくになりつつも、点呼を受けた後、それぞれ思

い思いに展示物や実演に見入っていました。

中でも防災倉庫の備蓄品に関しては「初めて見た。」とか、

「これで量的に間に合うのかなあ。」と、興味深そうに見ている

人が多かったのが印象に残っています。

～初助て知った地域の浸水～

11月30日（水）羽津地区連合自主防災会

羽津地区自主防炎隊員約40名が、四日市市危機管理室長の矢田寿俊氏を講師として、発行されたば

かりの陀昭市市津波避難マ、ソプ」について説明をうけました。

これまで津波に関しては、地震があっても田日市にはやって来ないとか、伊勢湾台風の時でもここは無

事だったとかいう、ここ百年位の経験則に基づく予測が支配的だったと思われます。

しかし鈴木知事は、今後予想される東海・東南海・南海の三連動地

震では、震源地のマグニチュードを9．0と仮定し、かつ老朽化して

いる防潮堤が地震で破壊される事を前提に浸水域を想定するよ

う指示されたとのことでした。その前提の場合、羽津地区には地

震発生後、約1時間で津波の第一波が来ると考えられ、その最大

津波高は高さ3．3mに及ぶということでした。

こうした説明に、出席者の面々は真剣に聞き入り、自分達の地

域は今後どう対処すれば良いのか、しきりに考えを巡らしているよ

うでした。



10月23日（日）健康推進部

早朝、あちこちに水たまりが見られたグランドが、定刻の開

会式を迎えなんとか整備されそのころになり温度が上がり、

季節違いの暑い日差しの、汗ばむ運動会になりました。

一番目のパン食い競争は、参加者がなかなか集まらなかっ

たのに、その後の競技は参加者があふれ召集係は大変だっ

たでしょう。

玉入れ競技の段取りも関係して、午前種目が遅れました

が、秋晴れの下、笑顔で閉会式が迎えられました。

11月5日（土）6日（日）文化部

前夜祭のカラオケ大会で火蓋を切った文化祭。当日は盛

りだくさんの作品展や、催し物、模擬店で大にぎわい。触れ

太鼓のオープニングで始まった舞台発表には、初参加のク

ラシ、ソクのデュオ「パ、ソショナ一夕」あり、歌や踊り・演奏と和

洋取り混ぜて会場は熱気むんむん。竜宮城の賑わいもかく

あらんと思われる大盛況。羽津の文化もまんざら捨てたも

のではないと思いました。運営に関わって頂いたスタッフや

各団体の担当者に感謝・感諺川
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あのウィーンのニューイヤーコンサートには行けなくて

も、これには必ず行くという熱狂的なフアンもいると聞く

羽津中の山のコンサート…。文化祭行事の一環ですが独

立した地区の行事としても定着して今年で第14回を迎

えるとのこと。

全校生徒の熱唱はもちろんのこと、最後は幼稚園・保

育園児、小学生、保護者まで巻き込んで歌声は芝生広場

から快晴の大空高く響き渡り、「羽津っ子」の

未来を象徴しているように思えました。

11月10日（木）
～ひとり暮らしの集い～　　　　福祉部

恒例の「ひとり暮らしの集い」が、志氏神社参集殿で開催されま

した。主催者挨拶の後、「リズムメイト」の皆様と懐メロ、民謡、唱歌と

曲に合わせての手拍子、合いの手、また全員で合唱したり、全17曲

を披露して頂きました。いよいよお待ちかねのお食事の時間となり、

お弁当とお世話を頂いた方の手作りの味ごはん、お汁が配られ、お

隣さんどうし語らいながらのお食事会となりました。食後、「情炎歌

謡太鼓」の皆様による迫力ある太鼓演奏が会場に響き渡り、参加さ

れた方全員一体となり会場は大変盛り上がり、終始和やかな雰囲

気の楽しいひと時を過ごしました。

感紅顔組成転

青パト出動っJ
安心・安全まちづくりの会 市役所と警察署への許可申請を済ませ、メンバーがパトロ

－ル隊員となるための講習を受け、役員の車3台をパトロー

ルカーとして提供して頂き、念願が叶い、スタートを切る事が

出来ました！出発式には田中市長にも参加を頂きました。

「ただ今、青パト、巡回中！」夜8時、メンバー2名と共に出発

し、走行距離23km・所要時間70分のパトロールを無事に終

了させて、日誌を書いています休日も異常なし、ほっとしまし

た！微力ではありますが地区の皆さんの安心・安全に役立て

ばと思い、メンバー一同、頑張っています！常により良いパトロ

ールを考え、週3回実施しています。

“継続は力なり’’の精神で今後も巡回を続けます！地区の皆

さん、ご支援・ご協力・お願い致します。



羽津地区スポーツ少年団

我が剣道部は、毎週土・臼に羽津小体育館で個性

豊かなメンバーが集まり楽しく練習しています。

今年度は市民大会の団体戦で第3位という成績

を残しました。練習は大人も一緒にやっているので

1月29日（日）
つばさの会

民生委員児童委員協議会の全面的な協力を得て

「羽津障がい児友の会つばさ」主催のもちつき大会

が開催されました。

昨年は積雪のため中止になりましたが、今年は天

候に恵まれ多くの親子連れでにぎわいました。つき

たてのお餅が美味しかったのか、大人も子供も何度

もお代わりをしていました。

餅をついている間には、市内で教室を開いている

音楽教師たちで結成するボランティア音楽グループ

「パルプエ」による演奏やバルーンアートの会による

風船細工などもあり子どもたちも楽しそうでした。

10月1日（土）・2日（臼）青少年育成協議会

例年は、夏休み中の行事となる事も多いので

すが、今年は10月初旬のキャンプとなり、スタ、ソ

フも寒さの見当がつかず、参加者に寒さ対策を

呼びかけ当日を迎えました。

大人も子どもも、レク」エーションでは我を忘

れてゲームに取り組み、一つのものを皆で協力

し合うカレー作りなど大自然の中でしか味わえ

ない責重な経験をしました。


